
 

日時：2010 年 10 月 29 日（金）14～17 時 30 分 

場所：文教大学旗の台キャンパス（付属高校内４階第 5 会議室） 

内容：「フランスにおける学校選択」 

   2007 年以降の学区制の緩和より、その動向をパリ大学区において追跡調査を

行ってきた 3 名の研究者を招いて研究懇話会を開催することとする。なお、本企画は

園山の科研との共同開催となる。 

 

報告者：フランソワーズ・ウヴラール女史（フランス国民教育省 DEPP） 

「フランスにおける学区制度－その研究状況と争点－」 

La carte scolaire en France, état des recherches et des débats 

    荒井文雄（京都産業大学教授） 

「社会階層と学区制度の緩和」 

Les classes sociales et l’assouplissement de la carte scolaire 

    小林純子（文教大学非常勤講師） 

「親による子どもの学校「選択」の形成-ケースからの思考−」 

Construction du « choix » de l’établissement par les parents d’élèves – penser par cas 

 

※仏人の報告について通訳はございません。 

※資料の準備のため、参加希望者は下記までご連絡ください。 

※終了後、近くの居酒屋で懇親会を予定していますので、ご出席の場合は下記までご

一報ください。 

 

企画者：園山大祐(文教大学・文学部) 

〒343-8511 埼玉県越谷市南荻島 3337 

文教大学文学部園山研究室気付 

メール：sonoyama@koshigaya.bunkyo.ac.jp 
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